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一

　
司
馬
遷
が
支
那
の
學
者
達
に
推
奬
さ
れ
る
程
、
そ
れ
程
の
大
歴
史
家
で
あ
る
か
は
、
一
の
疑
問
と
思
ふ
。
率

直
に
い
ふ
と
、
私
は
彼
の
史
才
や
史
筆
に
就
い
て
、
飽
足
ら
な
く
感
ず
る
點
が
尠
く
な
い
。
併
し
彼
の
作
つ
た

『
史
記
』
は
支
那
歴
史
の
正
史
の
模
範
と
な
り
、
支
那
の
史
學
界
、
否
更
に
廣
く
東
亞
諸
國
の
史
學
界
に
、
多

大
の
裨
益
と
影
響
を
與
へ
て
居
る
。
こ
の
點
よ
り
觀
れ
ば
、
彼
は
正
し
く
支
那
史
學
の
開
祖
と
し
て
、
百
代
に

尸
祝
さ
れ
る
べ
き
者
で
、
西
洋
學
者
が
彼
に
附
與
し
た
「
支
那
の
ヘ
ロ
ド
ト
ス
」
　
　The H

erodotus of C
hi

na

　
　
と
い
ふ
稱
號
も
、
先
づ
當
然
と
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
所
が
こ
の
支
那
史
學
の
開
祖
た
る
司
馬
遷
の
事

蹟
は
、
存
外
に
曖
昧
で
確
實
に
知
ら
れ
て
居
ら
ぬ
。

　
一
體
司
馬
遷
の
事
蹟
は
『
史
記
』
卷
百
三
十
の
太
史
公
自
序
と
、
『
漢
書
』
卷
六
十
二
の
司
馬
遷
傳
と
を
、

第
一
の
史
料
と
す
る
。
太
史
公
自
序
は
司
馬
遷
の
自
傳
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
事
蹟
に
就
い
て
は
十
分
詳
實
な
る

べ
き
筈
で
あ
る
が
、
實
際
は
必
ず
し
も
左
樣
で
な
い
。
司
馬
遷
の
粗
笨
な
る
頭
腦
と
、
豪
放
な
る
筆
致
と
は
、

記
載
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
項
を
も
省
略
し
、
明
確
と
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
項
を
も
曖
昧
に
し
て
居
る
。
班

固
の
司
馬
遷
傳
も
「
報
任
安
書
一
篇
」
の
増
補
を
除
け
ば
、
そ
の
他
は
太
史
公
自
序
の
無
責
任
な
る
鈔
襲
の
み

で
、
上
述
の
缺
陷
に
就
い
て
、
何
等
裨
補
す
る
所
が
な
い
。
要
す
る
に
『
史
記
』
と
『
漢
書
』
と
の
み
で
は
、

司
馬
遷
の
事
蹟
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
私
は
不
確
實
な
る
司
馬
遷
の
事
蹟
の
中
で
、
彼
の
生
年
に
就
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い
て
、
聊
か
所
見
を
披
瀝
し
た
い
。
『
史
學
研
究
』
の
創
刊
に
際
し
て
支
那
史
學
の
開
祖
た
る
司
馬
遷
に
關
す

る
事
蹟
を
紹
介
す
る
の
は
、
寧
ろ
適
當
な
る
題
目
か
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
司
馬
遷
の
生
年
は
、
『
史
記
』
に
も
『
漢
書
』
に
も
明
記
さ
れ
て
居
ら
ぬ
。
『
漢
書
』
は
兔
に
角
、
『
史
記
』

の
太
史
公
自
序
に
、
自
身
の
生
年
を
缺
く
が
如
き
は
、
實
に
一
の
不
可
思
議
で
あ
る
。
そ
れ
で
司
馬
遷
の
生
年

は
、
遂
に
確
知
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
清
の
呉
榮
光
の
『
名
人
年
譜
』
に
も
、
民
國
の
張
惟
驤
の
『
疑
年
録
彙

編
』
に
も
、
す
べ
て
司
馬
遷
の
生
年
を
登
録
し
て
な
い
。
司
馬
遷
の
生
年
に
關
す
る
學
術
的
研
究
は
、
民
國
の

王
國
維
を
最
初
と
す
る
。
王
國
維
が
民
國
五
年
（
西
暦
一
九
一
六
）
に
發
表
し
た
「
太
史
公
繋
年
考
略
」
（

『
廣
倉
學
窘
叢
書
』
第
一
集
所
收
）
や
、
民
國
十
二
年
（
西
暦
一
九
二
三
）
に
、
そ
れ
と
内
容
は
同
じ
く
題
目

を
異
に
し
て
發
表
し
た
「
太
史
公
行
年
考
」
（
『
觀
堂
集
林
』
卷
十
一
所
收
）
に
、
委
細
に
司
馬
遷
の
生
年
を

考
證
し
て
居
る
。
王
國
維
の
所
説
に
反
對
し
て
、
民
國
の
張
惟
驤
が
、
昨
民
國
十
七
年
（
西
暦
一
九
二
八
）
に
、

『
太
史
公
疑
年
考
』
を
公
刊
し
て
、
別
に
司
馬
遷
の
生
年
を
考
證
し
て
居
る
。

　
王
國
維
の
所
説
は
、
唐
の
張
守
節
の
『
史
記
正
義
』
に
、
太
史
公
自
序
の
太
初
元
年
（
西
暦
前
一
〇
四
）
の

條
下
に
、
案
遷
年
四
十
二
歳
と
註
せ
る
を
根
據
と
し
て
、
太
初
元
年
よ
り
四
十
一
年
前
に
溯
つ
た
、
景
帝
の
中

元
五
年
（
西
暦
前
一
四
五
）
を
司
馬
遷
の
生
年
と
認
む
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
唐
の
司
馬
貞
の
『
史
記
索
隱
』
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に
、
西
晉
の
張
華
の
『
博
物
志
』
を
引
い
て
、
太
史
公
自
序
の
元
封
三
年
（
西
暦
前
一
〇
八
）
に
、
司
馬
遷
が

太
史
令
と
な
つ
た
時
の
註
に
、

　
　
博
物
志
、
太
史
令
、
茂
陵
、
顯
武
里
、
大
夫
、
司
馬
〔
遷
〕
　
　
同
治
九
年
に
金
陵
書
局
で
刊
行
し
た

　
　
『
史
記
集
解
索
隱
正
義
合
刻
本
』
に
は
、
司
馬
遷
年
二
十
八
と
明
記
し
て
あ
る
　
　
年
二
十
八
。
三
年
六

　
　
月
乙
卯
。
除
六
百
石
也
。

と
あ
る
二
十
八
は
、
三
十
八
の
誤
で
、
元
封
三
年
よ
り
三
十
七
年
前
に
溯
つ
た
景
帝
の
中
元
五
年
（
西
暦
前
一

四
五
）
を
、
司
馬
遷
の
生
年
と
認
む
る
の
で
あ
る
。

　
張
惟
驤
の
主
張
の
核
心
は
、
『
史
記
』
の
太
史
公
自
序
の
本
文
よ
り
推
測
し
て
、
元
封
元
年
（
西
暦
前
一
一

〇
）
に
父
司
馬
談
の
卒
去
せ
し
時
に
、
司
馬
遷
は
年
方
に
二
十
歳
な
り
と
斷
定
し
て
、
元
封
元
年
よ
り
逆
算
し

て
十
九
年
前
の
武
帝
の
元
光
六
年
（
西
暦
前
一
二
九
）
を
、
司
馬
遷
の
生
年
と
認
め
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
彼

は
ま
た
『
史
記
索
隱
』
に
引
く
所
の
『
博
物
志
』
の
「
年
二
十
八
。
三
年
六
月
乙
卯
」
と
い
ふ
文
句
を
、
太
初

三
年
（
西
暦
前
一
〇
二
）
の
こ
と
に
擬
定
し
、
太
初
三
年
よ
り
二
十
七
年
前
に
溯
つ
て
元
光
六
年
（
西
暦
前
一

二
九
）
を
司
馬
遷
の
生
年
と
認
む
る
の
で
あ
る
。

　
王
張
二
氏
の
考
證
の
努
力
は
尊
重
に
價
す
る
が
、
併
し
雙
方
の
主
張
の
内
容
に
は
、
多
少
の
弱
點
の
存
在
を

否
定
出
來
ぬ
。
私
は
こ
の
二
氏
と
は
別
に
、
武
帝
の
建
元
六
年
（
西
暦
前
一
三
五
）
を
、
司
馬
遷
の
生
年
と
す

る
新
説
を
學
界
に
提
供
し
た
い
。
こ
の
新
説
の
基
礎
は
、
上
來
既
に
再
度
も
引
用
し
た
『
博
物
志
』
の
記
事
に

據
つ
て
、
元
封
三
年
（
西
暦
前
一
〇
八
）
を
司
馬
遷
二
十
八
歳
の
時
と
認
め
る
點
に
在
る
。
元
封
三
年
よ
り
二
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十
七
年
前
に
溯
つ
た
建
元
六
年
（
西
暦
前
一
三
五
）
を
、
司
馬
遷
の
生
年
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
事
實
を
告

白
す
る
と
、
私
は
從
來
特
に
司
馬
遷
の
生
年
に
就
い
て
、
何
等
研
究
の
手
を
著
け
て
居
ら
ぬ
。
た
だ
一
兩
日
前

に
、
王
張
二
氏
の
主
張
を
對
比
檢
討
し
た
際
に
、
突
然
思
ひ
付
い
た
新
説
で
あ
る
。
文
字
通
り
一
夜
作
り
の
新

説
で
あ
る
。
從
つ
て
幾
分
の
弱
點
も
あ
り
、
そ
の
弱
點
は
私
自
身
に
よ
く
覺
知
し
て
居
る
。
弱
點
は
あ
る
が
、

同
じ
く
弱
點
の
あ
る
王
張
二
氏
の
所
説
に
伍
し
て
、
或
は
鼎
足
の
位
置
を
保
ち
得
る
か
或
は
僥
倖
に
し
て
優
勝

の
位
置
を
贏

ち
得
る
か
と
、
試
に
茲
に
發
表
し
て
、
學
界
の
批
正
を
仰
ぎ
た
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
司
馬
遷
生
年
異
説
對
比
表

西
暦
前
一
四
五
　
景
帝
中
元
五
年
　
﹇
王
國
維
説
一
歳
﹈
司
馬
遷
生

西
暦
前
一
四
四
　
景
帝
中
元
六
年

西
暦
前
一
四
三
　
景
帝
後
元
元
年

西
暦
前
一
四
二
　
景
帝
後
元
二
年

西
暦
前
一
四
一
　
景
帝
後
元
三
年

西
暦
前
一
四
〇
　
武
帝
建
元
元
年
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西
暦
前
一
三
九
　
武
帝
建
元
二
年

西
暦
前
一
三
八
　
武
帝
建
元
三
年

西
暦
前
一
三
七
　
武
帝
建
元
四
年

西
暦
前
一
三
六
　
武
帝
建
元
五
年

西
暦
前
一
三
五
　
武
帝
建
元
六
年
　
　
　
﹇
自
説
一
歳
﹈
司
馬
遷
生

西
暦
前
一
三
四
　
武
帝
元
光
元
年

西
暦
前
一
三
三
　
武
帝
元
光
二
年

西
暦
前
一
三
二
　
武
帝
元
光
三
年

西
暦
前
一
三
一
　
武
帝
元
光
四
年

西
暦
前
一
三
〇
　
武
帝
元
光
五
年

西
暦
前
一
二
九
　
武
帝
元
光
六
年
　
　
﹇
張
惟
驤
説
一
歳
﹈
司
馬
遷
生

西
暦
前
一
二
八
　
武
帝
元
朔
元
年

西
暦
前
一
二
七
　
武
帝
元
朔
二
年

西
暦
前
一
二
六
　
武
帝
元
朔
三
年
　
﹇
王
説
二
十
歳
﹈
周
游
天
下

西
暦
前
一
二
五
　
武
帝
元
朔
四
年

西
暦
前
一
二
四
　
武
帝
元
朔
五
年

西
暦
前
一
二
三
　
武
帝
元
朔
六
年
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西
暦
前
一
二
二
　
武
帝
元
狩
元
年

西
暦
前
一
二
一
　
武
帝
元
狩
二
年

西
暦
前
一
二
〇
　
武
帝
元
狩
三
年

西
暦
前
一
一
九
　
武
帝
元
狩
四
年

西
暦
前
一
一
八
　
武
帝
元
狩
五
年

西
暦
前
一
一
七
　
武
帝
元
狩
六
年

西
暦
前
一
一
六
　
武
帝
元
鼎
元
年
　
　
　
﹇
自
説
二
十
歳
﹈
周
游
天
下

西
暦
前
一
一
五
　
武
帝
元
鼎
二
年

西
暦
前
一
一
四
　
武
帝
元
鼎
三
年

西
暦
前
一
一
三
　
武
帝
元
鼎
四
年

西
暦
前
一
一
二
　
武
帝
元
鼎
五
年

西
暦
前
一
一
一
　
武
帝
元
鼎
六
年
　
﹇
王
説
三
十
五
歳
﹈
西
使
巴
蜀
以
南
　
　
﹇
自
説
二
十
五
歳
﹈
西
使
巴
蜀

以
南

西
暦
前
一
一
〇
　
武
帝
元
封
元
年
　
﹇
王
説
三
十
六
歳
﹈
父
司
馬
談
卒
　
﹇
張
説
二
十
歳
﹈
周
游
天
下
／
西
使

巴
蜀
以
南
／
父
司
馬
談
卒
　
﹇
自
説
二
十
六
歳
﹈
父
司
馬
談
卒

西
暦
前
一
〇
九
　
武
帝
元
封
二
年

西
暦
前
一
〇
八
　
武
帝
元
封
三
年
　
﹇
王
説
三
十
八
歳
﹈
爲
太
史
令
／
（
博
物
志
）
年
二
（
當
作
三
）
十
八
、
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三
年
六
月
乙
卯
、
除
六
百
石
也
　
﹇
張
説
二
十
二
歳
﹈
爲
太
史
令
　
﹇
自
説
二
十
八
歳
﹈
爲
太
史
令
／
（
博
物

志
）
年
二
十
八
、
三
年
六
月
乙
卯
、
除
六
百
石
也

西
暦
前
一
〇
七
　
武
帝
元
封
四
年

西
暦
前
一
〇
六
　
武
帝
元
封
五
年

西
暦
前
一
〇
五
　
武
帝
元
封
六
年

西
暦
前
一
〇
四
　
武
帝
太
初
元
年
　
﹇
王
説
四
十
二
歳
﹈
（
正
義
）
年
四
十
二
　
　
﹇
自
説
三
十
二
歳
﹈
（
正

義
）
年
四
（
似
當
作
三
）
十
二

西
暦
前
一
〇
三
　
武
帝
太
初
二
年

西
暦
前
一
〇
二
　
武
帝
太
初
三
年
　
　
﹇
張
説
二
十
八
歳
﹈
（
博
物
志
）
年
二
十
八
、
三
年
六
月
乙
卯
、
除
六

百
石
也

西
暦
前
一
〇
一
　
武
帝
太
初
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　(A
)

　
王
國
維
説
の
弱
點

『
史
記
索
隱
』
に
引
く
所
の
張
華
の
『
博
物
志
』
の
記
事
は
、
そ
の
形
式
や
内
容
か
ら
觀
て
、
司
馬
遷
の
告
身

か
履
歴
等
に
關
係
あ
る
漢
時
代
の
簿
書
を
、
そ
の
儘
に
抄
録
し
た
も
の
で
、
尤
も
信
憑
す
べ
き
史
料
で
あ
る
。
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こ
の
最
も
信
憑
す
べ
き
史
料
の
年
二
十
八
を
、
年
三
十
八
と
改
竄
す
る
所
に
、
王
國
維
説
の
弱
點
を
免
れ
ぬ
。

勿
論
こ
れ
は
下
の
太
初
元
年
の
條
の
『
史
記
正
義
』
に
、
司
馬
遷
の
年
四
十
二
と
あ
る
に
一
致
せ
し
む
べ
く
、

已
む
を
得
ず
改
竄
し
た
と
は
思
ふ
が
、
私
の
所
見
に
據
る
と
、
張
守
節
の
註
に
し
か
く
多
大
の
信
用
を
置
い
て
、

『
博
物
志
』
の
記
事
を
そ
の
犧
牲
に
供
し
た
こ
と
は
、
到
底
贊
同
し
難
い
弱
點
と
思
ふ
。

『
漢
書
』
の
司
馬
遷
傳
に
、
司
馬
遷
が
そ
の
晩
年
に
、
故
人
の
益
州
刺
史
任
安
に
報
じ
た
書
面
を
載
せ
て
あ
る
。

そ
の
書
面
に
司
馬
遷
が
彼
自
身
の
境
遇
を
、

　
　
僕
不
幸
蚤
失
二
親
。
無
兄
弟
之
親
。
獨
身
孤
立
。

と
敍
し
て
居
る
。
王
國
維
説
に
據
る
と
、
司
馬
遷
が
父
を
失
つ
た
の
は
、
三
十
六
歳
の
時
に
當
る
。
張
惟
驤
の

論
駁
せ
る
如
く
、
三
十
六
歳
で
は
や
や
蚤
失
二
親
と
い
ふ
文
句
に
適
合
せ
ぬ
。
こ
れ
も
王
國
維
説
の
弱
點
で
あ

る
ま
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　(B
)

　
張
惟
驤
説
の
弱
點

　
張
惟
驤
説
は
王
國
維
説
に
比
し
て
、
一
層
弱
點
が
多
い
と
思
ふ
。
第
一
に
張
惟
驤
は
父
司
馬
談
の
卒
去
し
た

元
封
元
年
を
、
司
馬
遷
の
年
二
十
の
時
と
斷
じ
、
こ
れ
が
彼
の
主
張
の
中
心
を
な
し
て
居
る
が
、
『
史
記
』
の

太
史
公
自
序
の
本
文
は
、
決
し
て
か
か
る
推
斷
を
許
さ
ぬ
筈
で
あ
る
。
太
史
公
自
序
に
、
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〔
年
〕
二
十
而
南
游
江
淮
。
上
會
稽
探
禹
穴
。
闚
九
疑
。
浮
於
沅
湘
。
北
渉
汶
泗
。
講
業
齊
魯
之
都
。
觀

　
　
孔
子
之
遺
風
。
郷
射
鄒
嶧
。
※
困
鄱
、
薜
、
彭
城
。
過
梁
楚
以
歸
。
於
是
遷
仕
爲
郎
中
。
奉
使
西
征
巴
蜀

　
　
以
南
。
南
略
卬
、
笮
、
昆
明
。
還
報
命
。
是
歳
（
元
封
元
年
）
天
子
始
建
漢
家
之
封
。
而
太
史
公
（
司
馬

　
　
談
）
留
滯
周
南
。
故
發
憤
且
卒
。
而
子
遷
適
使
反
。
見
父
於
河
洛
之
間
。

と
あ
る
記
事
は
漢
文
に
伴
ふ
通
弊
と
し
て
、
隨
分
曖
昧
の
點
も
あ
る
が
、
年
二
十
と
は
專
ら
司
馬
遷
の
天
下
を

周
游
し
た
時
代
を
指
す
の
で
、
司
馬
遷
が
巴
蜀
に
使
し
た
時
代
や
、
將
に
死
せ
ん
と
す
る
父
司
馬
談
と
面
會
し

た
時
代
ま
で
を
管
到
せ
ぬ
。
司
馬
遷
が
巴
蜀
に
使
し
、
河
洛
の
間
で
父
に
面
會
し
た
こ
と
も
、
皆
年
二
十
歳
時

代
の
こ
と
と
認
む
る
の
は
、
確
に
張
惟
驤
の
誤
解
で
あ
る
。
當
時
の
交
通
の
状
態
か
ら
推
し
て
も
、
此
の
如
き

廣
漠
な
る
地
域
を
、
一
年
の
間
に
周
行
往
還
出
來
る
筈
が
な
い
。
司
馬
遷
が
巴
蜀
以
南
に
奉
使
し
た
の
は
、
元

鼎
六
年
（
西
暦
前
一
一
一
）
の
こ
と
で
、
そ
の
使
命
を
果
し
て
歸
朝
し
、
父
司
馬
談
に
河
洛
の
間
に
面
會
し
た

の
は
、
そ
の
翌
元
封
元
年
（
西
暦
前
一
一
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
既
に
王
國
維
の
論
證
し
た
所
で
、
蛇
足

を
要
せ
ぬ
。
司
馬
遷
が
天
下
を
周
游
し
た
の
も
一
時
の
こ
と
、
そ
の
巴
蜀
地
方
に
使
し
た
こ
と
も
一
時
の
こ
と
、

そ
の
河
洛
の
間
に
父
を
訪
う
た
こ
と
も
一
時
の
こ
と
で
あ
る
。
故
に
太
史
公
自
序
の
記
事
か
ら
推
す
と
、
司
馬

遷
が
病
床
の
父
に
河
洛
の
間
に
面
會
し
た
の
は
、
年
二
十
歳
以
後
の
こ
と
で
、
決
し
て
年
二
十
歳
の
時
の
こ
と

で
な
い
。
こ
れ
を
司
馬
遷
の
二
十
歳
の
時
の
こ
と
と
斷
ず
る
の
は
、
張
惟
驤
説
の
救
は
れ
ざ
る
一
大
弱
點
と
い

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
張
惟
驤
は
『
史
記
索
隱
』
に
引
用
せ
る
『
博
物
志
』
の
記
事
を
、
太
初
三
年
（
西
暦
前
一
〇
二
）
に
繋
け
、
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こ
の
時
司
馬
遷
の
年
二
十
八
と
解
し
て
居
る
。
『
博
物
志
』
の
記
事
は
、
單
に
三
年
六
月
乙
卯
と
あ
つ
て
、
年

號
を
缺
く
か
ら
、
之
を
太
初
三
年
に
も
繋
け
得
る
樣
で
あ
る
が
、
司
馬
貞
が
そ
の
『
史
記
索
隱
』
に
、
特
に
元

封
三
年
の
條
下
に
繋
け
た
も
の
を
、
確
た
る
理
由
な
く
し
て
、
勝
手
に
太
初
三
年
に
移
動
す
べ
き
で
あ
る
ま
い
。

況
ん
や
太
初
三
年
の
六
月
に
は
、
乙
卯
の
日
が
見
當
ら
ぬ
（
『
三
正
綜
覽
』
參
看
）
。
張
惟
驤
は
太
初
三
年
の

六
月
に
乙
卯
の
日
が
な
い
か
ら
、
之
を
閏
六
月
乙
卯
の
日
に
擬
せ
ん
と
す
る
が
、
『
博
物
志
』
に
は
六
月
乙
卯

と
あ
つ
て
、
閏
六
月
乙
卯
と
記
し
て
な
い
。
張
惟
驤
は
如
何
に
し
て
こ
の
弱
點
を
彌
縫
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。

『
史
記
正
義
』
に
太
史
公
自
序
の
太
初
元
年
の
條
下
に
案
遷
年
四
十
二
歳
と
註
し
て
あ
る
。
張
惟
驤
は
之
を
、

　
　
正
義
所
引
。
案
遷
四
十
二
歳
。
謂
太
史
公
壽
止
四
十
二
。

と
解
し
て
、
勝
手
に
之
を
彼
が
司
馬
遷
の
生
年
と
主
張
す
る
、
元
光
六
年
（
西
暦
前
一
二
九
）
よ
り
四
十
一
年

後
の
後
元
元
年
（
西
暦
前
八
八
）
に
移
し
て
、
司
馬
遷
は
後
元
元
年
に
壽
四
十
二
歳
を
以
て
卒
去
し
た
も
の
と

主
張
し
て
居
る
。
年
四
十
二
歳
を
享
年
四
十
二
歳
と
解
釋
し
得
る
か
が
一
の
疑
問
で
あ
る
が
、
假
り
に
こ
の
解

釋
を
可
能
と
し
て
も
、
張
守
節
が
太
初
元
年
の
條
下
に
、
明
か
に
時
年
四
十
二
歳
の
意
味
で
加
へ
た
註
を
、
勝

手
に
享
年
四
十
二
歳
の
意
味
に
解
釋
し
、
剩
へ
之
を
勝
手
に
後
元
元
年
の
條
に
移
す
な
ど
は
、
牽
強
附
會
の
尤

も
甚
し
き
も
の
と
し
て
斷
然
排
斥
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
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　(C
)

　
自
説
の
弱
點

　
私
の
新
説
の
弱
點
は
、
『
史
記
正
義
』
の
張
守
節
の
所
傳
と
の
衝
突
に
在
る
。
張
守
節
に
據
る
と
、
太
初
元

年
に
司
馬
遷
の
年
四
十
二
歳
に
當
る
べ
き
筈
で
あ
る
が
、
私
の
新
説
で
は
、
太
初
元
年
に
司
馬
遷
の
年
三
十
二

歳
に
當
り
、
茲
に
十
歳
の
相
違
を
生
ず
る
。
張
守
節
の
所
傳
を
自
説
に
一
致
せ
し
む
る
爲
に
は
、
卅
と
あ
る
べ

き
を
張
守
節
が
※
と
誤
記
し
た
も
の
と
で
も
解
釋
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
丁
度
王
國
維
の
「
太
史
公
行
年
考
」

に
、
敦
煌
出
土
の
漢
時
代
の
木
簡
に
「
新
望
興
盛
里
公
乘
□
殺
之
年
卅
八
」
と
あ
る
を
引
き
、
「
新
望
興
盛
里

公
乘
□
殺
之
年
※
八
」
と
誤
記
せ
る
實
例
と
同
樣
に
、
張
守
節
も
卅
を
※
と
誤
記
し
た
も
の
と
で
も
解
釋
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
或
は
三
を
※
（
四
）
と
誤
つ
た
も
の
と
す
る
か
、
兔
に
角
四
十
二
歳
を
三
十
二
歳
と
改
め
ね

ば
、
張
守
節
の
所
傳
と
自
説
と
を
調
和
せ
し
め
難
い
。
茲
に
私
の
新
説
の
一
弱
點
が
あ
る
。

　
具
體
的
に
司
馬
遷
の
年
を
傳
へ
て
居
る
資
料
は
、
『
史
記
索
隱
』
と
『
史
記
正
義
』
と
の
み
で
あ
る
。
『
史

記
索
隱
』
は
『
博
物
志
』
に
據
つ
て
、
元
封
三
年
（
西
暦
前
一
〇
八
）
に
於
け
る
司
馬
遷
の
年
を
二
十
八
と
註

し
、
『
史
記
正
義
』
は
太
初
元
年
（
西
暦
前
一
〇
四
）
に
於
け
る
司
馬
遷
の
年
を
四
十
二
歳
と
註
し
て
居
る
。

雙
方
の
所
傳
の
間
に
、
十
歳
の
乖
違
が
あ
つ
て
、
そ
の
儘
で
は
到
底
一
致
せ
し
む
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
そ
こ
で

私
は
『
史
記
索
隱
』
の
所
傳
を
根
據
と
し
、
王
國
維
は
『
史
記
正
義
』
の
所
傳
を
根
據
と
す
る
。
王
國
維
説
と

自
説
と
の
相
違
は
主
と
し
て
茲
に
胚
胎
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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『
史
記
索
隱
』
に
傳
ふ
る
所
の
西
晉
の
張
華
の
『
博
物
志
』
の
文
句
に
は
、
若
干
の
脱
落
が
あ
る
が
、
正
し
く

は
、

　
　
太
史
令
、
茂
陵
、
顯
武
里
、
大
夫
、
司
馬
〔
遷
〕
年
二
十
八
。
〔
元
封
〕
三
年
六
月
乙
卯
。
除
六
百
石
也
。

　
　
と
あ
る
べ
き
こ
と
は
、
司
馬
貞
が
こ
の
文
句
を
、
『
史
記
』
の
太
史
公
自
序
の
司
馬
遷
が
太
史
令
と
な
つ
た
元

封
三
年
の
條
下
に
註
記
し
た
事
實
に
據
つ
て
も
、
容
易
に
推
斷
出
來
る
。
こ
の
記
事
の
内
容
を
解
釋
す
る
と
、

太
史
令
の
爵
は
下
大
夫
で
、
秩
は
六
百
石
で
あ
る
。
茂
陵
は
武
帝
の
壽
陵
で
、
陵
下
に
人
家
を
移
し
て
縣
邑
を

立
て
る
は
、
漢
時
代
の
慣
例
で
あ
る
。
司
馬
遷
も
武
帝
の
太
史
令
で
あ
つ
た
縁
故
か
ら
、
茂
陵
に
移
住
し
た
も

の
と
見
え
る
。
元
封
三
年
の
六
月
乙
卯
は
正
し
く
六
月
二
日
に
當
る
（
『
三
正
綜
覽
』
參
看
）
。

　
形
式
の
方
か
ら
觀
る
と
、
漢
時
代
の
告
身
や
履
歴
に
は
、
皆
そ
の
人
の
縣
里
〔
官
〕
爵
年
齡
を
具
記
す
る
の

が
慣
例
で
あ
る
。
例
へ
ば
『
史
記
』
の
扁
鵲
倉
公
列
傳
に
、
臨
菑
、
元
里
、
公
乘
、
陽
慶
、
慶
年
七
十
餘
と
記

し
、
安
陵
、
阪
里
、
公
乘
、
項
處
と
記
せ
る
が
如
き
、
『
説
文
解
字
』
の
許
沖
の
上
書
に
、
召
陵
、
萬
歳
里
、

公
乘
、
草
莽
臣
、
〔
許
〕
沖
と
署
せ
る
が
如
き
そ
れ
で
あ
る
。
近
年
敦
煌
か
ら
出
土
し
た
漢
時
代
の
木
簡
に
據

つ
て
も
、
幾
多
の
例
證
を
擧
げ
る
こ
と
が
出
來
る
。
「
戍
卒
穎
川
郡
、
陽
翟
邑
、
歩
利
里
、
公
乘
、
成
貴
年
卅

六
」
の
如
き
、
「
〔
敦
徳
亭
〕
間
田
武
陽
里
、
年
五
十
二
歳
、
姓
李
氏
、
除
爲
萬
歳
候
造
史
」
の
ご
と
き
「
戍

卒
、
新
望
、
興
盛
里
、
公
乘
、
□
殺
之
年
卅
八
」
の
ご
と
き
そ
れ
で
あ
る
（
〔C

havannes;D
ocum

entsC
hin

oisD
e'couvertsparA

urelStein.pp.102,120,124.

〕
羅
振
玉
『
流
沙
墜
簡
考
釋
』
二
參
看
）
。
『
博
物
志
』
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に
載
す
る
所
の
司
馬
遷
に
關
す
る
記
事
は
、
誠
に
よ
く
漢
時
代
の
簿
書
の
形
式
を
具
存
し
て
居
る
で
は
な
い
か
。

　
王
國
維
も
亦
こ
の
『
博
物
志
』
の
記
事
の
形
式
や
内
容
を
考
證
し
て
、

　
　
茂
先
（
張
華
）
此
條
。
當
本
先
漢
（
西
漢
）
記
録
。
非
魏
晉
人
語
（
「
太
史
公
行
年
考
」
）
。

と
斷
じ
、
又
、

　
　
由
此
數
證
。
知
博
物
志
此
條
。
乃
本
於
漢
時
簿
書
。
爲
最
可
信
之
史
料
矣
（
同
上
）
。

と
斷
じ
て
居
る
。

　
私
も
王
國
維
同
樣
に
、
『
博
物
志
』
の
記
事
を
尤
も
信
憑
す
べ
き
史
料
と
認
め
る
が
故
に
、
こ
の
記
事
を
根

據
と
し
て
、
司
馬
遷
の
生
年
を
考
定
し
た
の
で
あ
る
。
『
史
記
正
義
』
の
所
傳
も
信
憑
す
べ
き
で
あ
ら
う
が
、

單
に
遷
年
四
十
二
歳
と
あ
つ
て
、
そ
の
根
據
が
不
明
で
あ
る
か
ら
、
『
博
物
志
』
の
記
事
と
異
同
あ
る
場
合
に
、

來
歴
の
よ
り
明
確
で
内
容
の
よ
り
信
憑
す
べ
き
、
後
者
を
採
用
す
る
が
當
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。
後
者
を
採
用

す
れ
ば
、
司
馬
遷
は
年
二
十
六
歳
の
時
に
、
父
司
馬
談
を
失
つ
た
譯
で
、
か
の
「
報
任
安
書
」
中
の
「
不
幸
蚤

失
二
親
」
と
い
ふ
文
句
に
、
よ
り
よ
く
適
合
す
る
で
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
『
史
記
索
隱
』
の
所
傳
と
、
『
史
記

正
義
』
の
所
傳
と
の
、
是
非
取
捨
如
何
に
就
い
て
は
、
第
三
者
の
公
平
な
る
批
判
を
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
以
上
論
述
し
た
所
を
要
約
す
る
と
、
張
惟
驤
の
主
張
は
牽
強
附
會
に
過
ぎ
て
、
勿
論
信
憑
し
難
い
。
王
國
維
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の
中
元
五
年
説
と
私
の
建
元
六
年
説
と
は
、
一
長
一
短
で
は
あ
る
が
、
そ
の
長
短
を
對
比
計
量
し
て
、
建
元
六

年
説
の
方
が
、
よ
り
無
難
か
と
思
ふ
。
私
が
司
馬
遷
の
生
年
を
建
元
六
年
と
主
張
す
る
所
以
は
實
に
茲
に
在
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
年
八
月
九
日
稿
・
『
史
學
研
究
』
第
一
卷
第
一
號
所
載
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
桑
原
隲
藏
全
集
　
第
二
卷
　
東
洋
文
明
史
論
叢
」
岩
波
書
店

　
　
　1968
（
昭
和43

）
年3

月13

日
発
行

初
出
：
「
史
學
研
究
　
第
一
卷
第
一
号
」
広
島
史
学
研
究
会

　
　
　1929

（
昭
和4
）
年10

月

※
三
の
「
司
馬
遷
生
年
異
説
對
比
表
」
は
、
底
本
で
は
「
西
暦
前
」
「
年
號
」
「
王
國
維
説
」
「
張
惟
驤
説
」

「
自
説
」
の
五
段
か
ら
な
る
表
に
な
っ
て
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
に
置
き
換
え
る
に
あ
た
っ
て
、
文
字
列
を
一
部

補
い
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
漢
数
字
に
あ
ら
た
め
ま
し
た
。

入
力
：
は
ま
な
か
ひ
と
し

校
正
：
土
屋
隆

2006

年11

月2

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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